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本日の話

 行政担当課・地域包括支援センター・認知症地域支援推
進員との連携、協働 について

 活動事例報告
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新潟県 柏崎市

えちゴン

面積：４４２．７k㎡

特色：
海、山、花火
農業、工業、
原子力発電所
中越大震災
中越沖地震
水害、雪害
米、酒、魚、果物



柏崎市の基本情報（Ｈ３０．３．３１現在）

人 口 ８４，６７１人

６５歳以上人口 ２７，６６３人

高齢化率 ３２．７％

総世帯数（高齢者世帯数） ３４，８１７（８，４６０）

要介護・要支援認定者 ５，６５６人

認知症日常生活自立度Ⅱ以上 ３，８３３人

地域包括支援センター ５圏域 ７ヶ所
（全て委託で基幹型なし）

認知症地域支援推進員
H22年度（認知症連携担当者）～ １名（２名で兼務、委託）
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柏崎市 第７期介護保険事業計画（平成30～32年度）

≪ 基本理念 ≫
高齢者と周りの人々が、健やかに安心して

暮らし続けられる地域社会の実現
～地域包括ケアシステムの浸透と循環を目指して～

（１）自立支援・介護予防の推進

（２）健康づくりの推進

（３）健康管理と重症化予防

（４）生きがい活動と社会参加の促進

１ いつまでも健やかな生活を
送るための環境整備

（１）生活支援体制の充実と担い手育成

（２）認知症施策の推進

（３）地域ケア会議の推進

（４）高齢者の権利を守る体制整備

２ 高齢者が住み慣れた地域で
安心安全に暮らせる地域づくり

（１）介護予防・生活支援サービス
及び介護サービスの充実

（２）安心して生活できる住まいの確保
（３）介護人材確保と定着支援
（４）在宅医療介護連携の推進

３ 介護・福祉サービスの確保と
支援体制の充実
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柏崎市高齢者保健福祉計画
第7期(H30～32年度)介護保険事業計画

認知症施策の方向性
①認知症への理解を深めるための普及・啓発

の推進

②認知症の容態に応じた適時・適切な医療と

介護の提供

③認知症の人を含む高齢者に優しい

地域づくりの推進

④認知症の人とその家族支援

⑤若年性認知症施策の強化
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柏崎市認知症地域支援推進員の

役割と主な取り組み（Ｈ３０年度）

・個別支援（包括支援Ｃの後方支援） ・初期集中支援チームへの協力

相談支援・支援体制構築

・認知症ケアパスの普及、啓発
・認知症プロジェクト会議 ・地域ケア会議
・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ・ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ・ｻﾎﾟｰﾄﾘｰﾀﾞｰ養成と活動支援

・認知症ｻﾎﾟｰﾄ医、認知症疾患医療センター、医療介護従事者、
地域密着型事業所との事例検討会、認知症多職種協働研修等の実施

・オレンジカフェ（５か所）、あすなろの会（若年性認知症の交流会）支援

医療・介護等の支援ネットワーク構築

認知症対応力向上のための支援
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柏崎厚生病院の認知症関連機能

認知症疾患医療センター
（若年性認知症支援コーディネーター）

認知症治療病棟
（５０床×２病棟）

認知症地域支援推進員

認知症初期集中支援
チーム

介護老人保健施設
米山爽風苑

認知症ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ
米山五楽庵柏崎市東地域包括支援ｾﾝﾀｰ



柏崎市認知症地域支援推進員の体制の経過

Ｈ２２

年度

• 認知症対策連携強化事業 認知症連携担当者

• 市から委託され、柏崎市東地域包括支援センターに１名配置

• 個別支援中心（行政や包括支Ｃからの困難事例相談対応）

Ｈ２３

年度

• 認知症施策総合推進事業 認知症地域支援推進員

• 地域体制作りへシフト変換
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私がこの頃、悩んでいたこと

市の動き（施策・高齢者支援の全体像）がわからない

地域包括支援センターの役割や活動を知らない

地域の情報（ﾃﾞｰﾀ・資源）を知らず、地域作りのやり方も

わからない

市の求めるＰＤＣＡサイクルのやり方がわからない

配置場所が郊外のため、効率的に動けない

一人体制は業務量が多く、相談できる人もいない

国の研修に行くと・・・愕然とする
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気が付いたこと

市（と一部の包括） 私

医療介護連携
個別支援

困難な
部分がある

得意

地域作り 専門 不得意

・・・なので、どうしたか
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相互補完と協働
～お互いが持っている知識・技術を活かすことに着目して連携する～

行政・包括支Ｃ

• 施策に関するﾃﾞｰﾀの活用

• 社会資源、地域特性の把
握（地区診断）

• 人的資源のつながり

• 地域作りのノウハウ

• 行政、関係機関との連携

認知症地域支援推進員

（当市の場合）

• 認知症や障害者支援のス
キル

• 個別事例の蓄積

• 施設職員としての経験

• 認知症サポート医や
自法人のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ、医師
会のﾈｯﾄﾜｰｸ

市 担当職、包括支Ｃ職員と、定期的・積極的に連携をはかる。
→ 市や包括の動きを傍らで見聞きし、一緒に動くことで多くを学べた。
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医療連携促進に関するＰＤＣＡ
効果や課題を検証し、次の取組みに活かす

取組み 効果・課題

困難事例に対する包括
やケアマネ等とのチーム
アプローチ

・職種の専門性を活かし、解決へ
向かうと共に、包括職員やケアマ
ネのスキルアップにつながった。

・医療機関、支援者、事業所の認知
症対応力に差がある。

医療介護連携ﾂｰﾙ（もの
忘れ連絡シート）の作成

認知症多職種協働研修

出張事例検討会

・医療・介護従事者の認知症対応
力や質の向上につながった。

・多職種協働によるﾈｯﾄﾜｰｸが形成
できた。

＊ 地域作りへつなげる ＊
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もの忘れ連絡シート
柏崎市ホームページより閲覧・

ダウンロード可能
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地域支援体制構築のＰＤＣＡ
取組み 効果・課題

困難事例支援（包括やケアマネと
協働）

地域ケア会議・地域課題把握

・家族支援の必要性を感じた
・若年性認知症支援について具体策を
講じる必要がある。

・地域特性により、認知症者や介護家
族支援のあり方が異なり、問題（課
題）化する。

・地域住民の認知症への理解と見守り
体制が必要。

若年性認知症の支援体制の整備

若年性認知症者と家族の会“あす
なろの会”
オレンジ（認知症）カフェ
認知症サポーター養成講座
認知症サポートリーダー育成事業

・参加者の目的が勉強のみで、実際の
活動につながりにくい。

・地域の人材の掘り起こしができ、地域
活動に反映できたところもあるが、拡
がりや継続性に乏しい。

＊ 地域作りへつなげる ＊
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認知症サポートリーダー研修

若年性認知症の人と家族の会

あすなろの会
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上：旧写真館を改造したカフェ
介護者が開設

右：障害者就労支援事業所
が開設
夏は夜開催
絵本の読み聞かせ
ジャズミニライブ
フラとウクレレライブ等
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認知症ガイドブック
柏崎市ホームページより閲覧

・ダウンロード可能
H27年９月市内全戸配布
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A地区の人材育成と小規模ﾎｰﾑ連携の取組み
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A地区の認知症支援の状況

 A地区：人口１４００人、高齢化率４３．７％

 サロンなど集まる場はあるが、介護保険事業所は１事業所
のみ。医療機関が地元にない。

 地域のつながりは濃い。若手と同居しているが、日中独居
の世帯が多い。

 認知症の早期相談、早期受診につながりにくい。

 公的サービス利用に抵抗感がある。

 包括支Ｃがｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ福祉部や行政保健師と協働で

H２５年から重点的に認知症の啓発に取り組んで意識付け
にはなったものの、人材育成にはつながらなかった。
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地域密着型事業所との連携

 H２４年 A地区内にできた認知症ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑBと、個別
事例支援で包括支C、認知症地域支援推進員が関わ
り、継続して個別事例や会議、職員研修等で関わる。

 H２９年４月 同敷地内に小規模ﾎｰﾑCが併設された。

ここで、地域貢献と地域に根付いた活動の一環として、

ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪを開く計画がでた。

 コミセン、事業所、包括支Ｃ、推進員、市と協議の上、
A地区のｻﾎﾟｰﾄﾘｰﾀﾞｰ研修をｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育
成とｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝさせ、開催することになった。
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認知症ｻﾎﾟｰﾄﾘｰﾀﾞｰ研修の主な内容
第１回（H29年８月） 第２回（９月） 第３回（１０月）

市の高齢者の状況
と施策説明

（地域ｹｱ会議として開催） オレンジカフェの
紹介

認知症サポーター
養成講座

地区の現状と課題 他のｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪ

実施者から取組み
紹介

施設の紹介 介護保険制度説明 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動説明

グループワーク グループワーク グループワーク

会場：コミセン 会場：コミセン 会場：地域密着型事業所

参加者：２０名（健康や福祉に興味があり、地域から信頼されている方を地域から
選出頂き、包括が声かけをした。６０歳代が中心。）
オレンジカフェ初回は１０月下旬開催
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医療介護連携と地域支援 取組みの相乗効果

地域ケア
会議

認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ

ｻﾎﾟｰﾄﾘｰﾀﾞｰ育成

ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪ
事業所職員向け

資質向上研修

医療介護連携

（個別支援・事例検討）

支援体制構築
＆

人材育成

日常の医療介護連携と地域支援（人材育成・ケア向上）の取り組みが効果的につながった



市・包括・推進員が感じている効果

活動内容 地域住民について 事業所について

医療介護連携
（個別支援・事例検討） 認知症になっても安心して

暮らしていける社会になる

包括や推進員との連携で課
題が解決する
ケアの向上につながる

事業所向け研修 ケアの向上

地域ケア会議
地域包括ケアシステムの
意識向上

ケアの向上

地域を知り、事業所の役割
を知る（地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ）

認知症サポーター・
サポートリーダー養成

認知症の知識向上
支え合いの意識向上

地元のボランティアが増える

オレンジカフェ

相談・交流の場
ボランティア活動
健康推進、生きがいづくり
などの機会になる

地元へのＰＲ効果
地域貢献
地域連携促進

これらについても行政と年間計画・進捗状況の評価を行いながら意見交換し、次へ活かす。



活動の課題と方向性
課 題 方向性

当事者と家族の支援体制
の充実

本人と家族支援について
プロジェクト会議で検討中。
・本人ミーティングは“あすなろの会”が有効。
・オレンジカフェは運営者への支援、市民への
ＰＲを目的としたアンケート調査を実施予定。

地域作り、人材育成の
地域格差

人材の活用

（認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ・ｻﾎﾟｰﾄﾘｰ
ﾀﾞｰ・ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ）

包括支Ｃと地域ケア会議で地区毎の
認知症支援のあり方を模索する。

他の活動と連動した働きかけをする。
・オレンジカフェへの協力
・研修やイベントへの協力依頼の機会を
増やす。
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活動の課題と方向性
課 題 方向性

地域密着型事業所職員の
対応力向上、地域との連
携促進

地域包括支援センターと連携し、地
域密着型事業所の支援を深める。
・各圏域１事業所に個別事例検討会を開催
・地域ケア会議への参加要請
・地域住民の人材育成への協力依頼
・オレンジカフェ開設の支援

地域包括ケアシステムに
おける自法人の役割の再
確認と職員の対応力向上

認知症疾患医療センター担当者、初
期集中支援チーム員、認知症地域
支援推進員と協力し、地域と病院の
かけ橋になる。委託事業で得たもの
を法人に還元する。
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ソバの花言葉：喜びも悲しみも、懐かしい想い出、あなたを救う



みなさんに大切にしていただけたら、と思うこと

目の前の１人の人、小さな声を大切に。

柔軟な考えで、自分（個人・地域）の特色を伸ばす。

何一つ無駄なことはなく、種を植えて水をやれば、

花開く時が来る。

一人でやら（せ）ない、抱え込ま（せ）ない。

大事なあなたの心と体を大切に
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ご清聴
ありがとうございました

Ｓさん

若年性認知症を抱
えながらも、今年で
４回目となるラン伴
に参加します！
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